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本
稿
で
地
主
制
と
い
う
の
は
、
そ
の
論
埋
が
い
わ
ゆ
る
「
寄
生
地
主
制
」
に
典
型
的
に
見
出
さ
れ
る
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。

云
う
ま
で
も
な
く
、
北
海
道
経
済
の
進
展
は
日
本
資
本
主
義
発
達
の
一
環
と
し
て
把
擾
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
北
海
道
の
地
主
制
は
日
本
資
本
主
義

の
発
達
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
地
租
改
正
以
後
、
府
県
に
一
般
的
に
な
っ
た
寄
生
地
主
制
と
何
ん
ら
本
質
的
に
異
な
る
も

の
で
は
な
い
。
農
地
改
革
前
、
北
海
道
は
不
在
地
主
の
、
し
か
も
そ
の
根
幹
を
な
す
巨
大
地
主
の
展
開
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
北
海
道
が
寄
生

地
主
制
の
展
開
し
た
地
域
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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表 1 北海道耕地における小作地の増大

¥¥ 
(小小作作地/自地作地率〕

水図面積 内小作地 水田面積 内小作地
全耕地l水田| 回
% % % 町 町 町 町

明治 19年 18.4 17.6 26.8 23.011.2 4.055.1 2.249.5 601. 9 

明治21年 20.3 19.6 30.4 32.466.4 6.373.0 2.194.9 666.9 

明治 25年 23.4 23.0 30.8 53.142.4 12.226.7 2.592.6 799.5 

明治27年 25.2 25.2 25. 7 75.543.8 . 19.051. 7 3.332.4 855.0 

明治29年 30.1 30.1 31. 6 110.035.4 33.078.9 4.794.3 1， 516. 8 

明治 31年 37.4 36.1 35.6 137.046.8 49.467.3 ラ.939.1 2.116.5 

明治33年 46.3 46.6 39. 7 231， 325.7 107.866.6 9.983.9 3.973.5 

明治 35年 46.4 46. 7 40.4 270.153.1 126.285.1 18.772.5 7.590.8 

明治 37年 46. 1 46.4 43.0 319.620.3 148.033.3 20.584.7 8.653.5 

明治 39年 47.1 47.5 40.9 366.349.0 174.137.8 22.827.7 9.341. 9 

明治 41年 49.1 48.9 51. 6 432.878.2 211.641. 2 28.637.0 14.781. 2 

大正 2年 48.21 47.5 

ララど7副CMMq ラ7762岨73土443，，333OT1129&666078 8 9 2t刀7.01 55.628. 71 30.98ヲ9大正 7年 46.81 45.7 58.11 724.316.81 331.270.21 70.874.71 41.175.9 

大正 12年 50.01 47.5 57.6! 708.316.81 336.629.01 118.129.81 68.011.8 

昭和 3年 51. 01 48.8 59.01 633.026091 308.893.31 174.474.81 102.883.6 

昭和 8年I~;: 51 50. ~ 63.6: 715.489.11 360.865.71 213.256.41 135.553.4 

北海道庁統計書より作成

表 2 自小作別農家戸数

自作兼 !百分率制
年 次 自作戸数 小作戸数

小作戸数
メ口L 

計自作卜j、作 1，"作者

明治 19年 12.021 2.536 14.559 82.5 17.5 

明治 24年 19.967 6. 108 26.075 76.5 23.5 

明治 29年 35.724 18.604 54.328 65. 7 34.3 

明治 34年 51.201 36.279 98.213 52.2 36.9 10.9 

57.605 48.944 14.911 121.461 47.4 40.3 12.3 

明治 44年 69.072 65.423 21， 749 156.144 44.3 41. 8 13.9 

北海道庁統計蓄に依る。北海道農地改革史上巻 P. 23251用



二
O

従
来
の
寄
生
地
主
制
研
究
の
諸
成
果
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
様
に
、
寄
生
地
主
制
展
開
の
基
底
に
は
商
品
生
産
の
発
展
が
あ
り
、
こ
れ
に
基
く
農
民
層
の
分
化

が
起
点
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
論
理
は
北
海
道
の
地
主
制
に
お
い
て
基
本
的
に
は
な
ん
ら
変
る
こ
と
な
く
貫
か
れ
る
。

北
海
道
で
は
明
治
二

0
年
代
末
か
ら
一
二

0
年
代
に
わ
た
っ
て
始
め
て
小
作
地
と
小
作
農
の
急
激
な
域
加
を
見
る
(
表
1
、
表
2
参
照
)
o

こ
の
時
期
に
北
海
道

の
地
主
制
が
め
ざ
ま
し
く
進
展
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
農
民
層
の
分
化
で
な
く
小
作
農
の
移
殖
が
地
主
制
形
成
の
起
点
な
の
で
あ
る
。
小
作
地
と
小

作
農
の
著
し
い
増
加
は
商
品
生
産
の
発
展
に
よ
る
農
民
層
の
分
化
で
は
な
く
、
北
海
道
の
広
大
な
国
有
未
開
地
に
府
県
の
小
作
農
を
移
殖
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
一
般
に
対
す
る
特
殊
で
あ
る
が
基
本
論
理
に
反
し
な
い
。
地
主
制
展
開
の
茶
底
に
は
商
品
生
産
の
発
展
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
小
作
農
の

移
殖
が
地
主
制
形
成
の
起
点
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
一
定
の
高
さ
の
生
産
力
と
小
作
農
の
広
汎
な
成
立
と
い
う
地
主
制
形
成
の
二
つ
の
経
済
的
基

縫
が
商
品
生
産
の
発
展
を
述
し
て
成
熟
す
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
問
題
視
点
か
ら
地
主
制
形
成
の
前
提
と
し
て
農
業
に
お
け
る
商
品
生
産
の
発
展
を
考
え
る
の
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

2 

農
民
的
商
品
生
産
の
展
開

北
海
道
の
開
発
は
ζ
の
当
初
か
ら
生
産
物
の
商
品
化
を
前
提
と
し
て
進
え
ら
れ
た
。
此
の
こ
と
は
当
時
北
海
道
開
発
の
任
に
あ
っ
た
開
拓
使
が
大
麦
、
小
麦
、

大
豆
、
小
丘
、
大
麻
、
甜
菜
等
の
行
極
農
産
物
を
質
上
げ
(
1
)
、
人
為
的
に
市
場
合
)
創
出
し
た
こ
と
か
ら
も
明
か
で
あ
る
。

尭た

し

農
産
物
の
商
品
化
は
大
麻
、

藍
、
甜
菜
、
小
麦
等
の
特
殊
な
加
工
原
料
作
物
に
展
開
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
従
っ
て
、
そ
れ
も
特
殊
な
地
域
に
限
ぎ
ら
れ
て
い
た
(
宮
、

註
川
例
え
ば
般
民
公
報
第
三
日
方
「
石
狩
国
石
狩
郡
当
別
村
に
於
け
る
大
麻
」
に
よ
れ
ば
「
同
(
明
治
・
筆
者
註
)
十
三
年
に
及
ん
で
は
大
麻
作
を
為
す
も
の
愈
々
増

加
し
此
年
・
:
・
略
:
:
作
付
反
別
六
十
余
町
に
及
へ
り
当
時
開
拓
使
工
業
局
に
於
て
は
農
産
物
の
買
上
を
な
し
て
民
業
を
保
護
し
大
麻
の
由
民
上
も
な
せ
し

か
皆
な
白
苧
に
製
し
て
之
を
納
め
り
」
(
傍
点
筆
者
)
O

又
義
務
顛
未
・
第
八
・
糖
業
・
「
一
八
六
北
海
道
胆
振
国
有
珠
郡
若
菜
栽
培
実
況
件
」
に
よ
れ
ば

「
甜
菜
ハ
:
:
略
:
・
・
製
糖
所
ニ
於
テ
之
ヲ
買
上
ル
モ
固
ヨ
リ
永
続
ノ
見
込
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
:
;
:
略
」
と
。

hw
北
海
道
庁
統
計
書
(
明
治
二

O
年
)
に
よ
れ
ば
大
麻
は
石
狩
国
石
狩
郡
(
五
四
七
町
)
、
同
札
幌
郡
(
三
六
・
一
二
町
)
、
藍
は
胆
援
国
有
珠
郡
(
一

O

五
・
六
町
三
小
麦
は
石
狩
困
札
幌
郡
(
一
四
七
・

O
町
)
に
栽
精
の
集
中
を
み
る
に
す
ぎ
な
い
。
又
農
務
願
未
前
掲
個
所
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
三
年
の
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玄 米 16.0~1量刊4|( ー 3.76円81i 17，792 

白 米 16.0081 4.454 ー， 19.90同9 54.547 
円

大 支ー 43.368 
円

麦 ー， 103.819 53.265 53.265 
金 同

大 日正 2.920 7.141 11. 697 36.268 37.279 86.939 102.380 185.339 199.519 233.939 961.837 430.611 508.999 
金 向

小 豆 2，07217，543 27，871 92.480 46，225 164.620 278.988 220.647 300，7991 311， 8651 1. 782. 987 763.3G8 8ラ1.894
l 金 同

葉藍々玉 7.980 12，438 6，721 53.538 9，845 18，036 28， 7つ3 芦3.025 76.∞0 164，370607!1 206，23F 103.761 97.686 
同

疏菜果実 一 2.978 14，43う 5.060 3.927 3.951 18.073 65.388¥ • 62，ラ7.434 58.404 43.811 
同

大 麻 -1 2，967 5.526 4，090 6，136 8，520 11. 97(; 35.360 124.365 43， 785 32，825 130. 109 
円

亜 麻 ー 47.66円6 30.395 105.493 

径子物 1.53.495 10 
円

重量 苔 ー 26，523 34.435 102，047 236.405 267.304 318.571 

雑馬鈴薯澱穀粉 I ー 1.6571 35円9295，lF862，176 37， 9l，688 147，901Il l 27l，l 12 486.115 81. 634 318.571 492.836 
一一 961 9.4151 7.3841 12. 日4，4181 42.8641 50 89.286 3.515 2.073 8. 741 
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北海道庁第十四統計書より引用



表 4 北海道における麦粉・馬鈴薯澱粉の製造

麦 粉(小麦) 澱 粉(馬鈴薯〉

製造戸数|製造高|価 格 製造戸数|製造高 1価 格

斤 円 斤 円
石狩閏 4 1.142.860 52.262 2 18.500 1.195 

明
後 ゴ，u=、 3 37.300 1， 846 118 32. 700 2.525 

治
渡 島 749 569.689 35.973 

振 2 6.500 390 59 759.909 36. 779 

十
十 勝 『 9 55，800 3.166 

年 ~II 路 30 262.ラ00 13.550 

ゴヒ 見 22.000 1.100 

総 9 1.184.6601 54.498 968 1.721.098 94.288 

北海道庁第十回統計書よりヲ問

表 5 北海道における亜麻製綿

名 称|主造品種|創立年月 l職工数l所在地|持主名
株北海式道会製麻社 糸類 illI物麻麻

/¥ 
北株海式道会製社麻

麻繊， 織
明治20:年5月 1， 283 本し 中足 区

北海道雁来製綿所 大麻維， 亜 向 22年11月 98 札幌郡雁来村 同 上

同 当別製綿所 同上 同 29年6月 60 札幌郡当別村 同 上ー

同栗山製綿所 同上 同 29年6月 100 夕張郡角田村 同 上

同新十津川製綿所 同上 同 28年11月 80 樺新 戸郡 同 上十津川村

知的農耕lillI麻製線 同 30竿2月 35 上川郡旭川村 株北式海道会亜社麻製製綿織所

清真布製綿所向上 同 29年8月 111 空知郡栗沢村 大津製綿株式会社

木古内亜麻製綿所 向上 同 29年 5月 18iJ.古磯内 郡
木村

，層3 場 多 助

亜第麻製造合資会社
- I 場 向上 同 29年7月 20 七川郡熊牛村 亜麻製造合資会社

虻田亜麻製綿所 向上 同 26年 9月 20 虻田郡虻田村 近江紡績株式会社 一
亜麻製綿所 向上 同 29年11月 有珠村郡 上

村山製綿所向上 同 29年8月 l 向上村山 治 助

羽町製布告所[同上 同 28年 1月 l有珠郡稀i布村羽 田 文 助

北海道庁第十問統計書より引用



明治33年

30，337.7 

29，470.7 

11. 924. 3 

16，471. 3 

2，775;0 

9，108.0 

明治30年

18，359.6 I 

17，0.35. 1 ! 
3，676.3 

10，253.2 

6，097.9 

1，955.8 

北海道における主要商品作物の栽培

明治問 l 明治24年 | 明治27年 l 
町|

3，994.7 ! 

う，081.1 I 

183.1 I 

3，026.1 

10，537.1 

8，803.6 

726.5 

5，984.2 

1. 023. 8 

2， 189.5 

4，287.4 

4，426.1 

737.4 

4，315.8 

240.6 

1，071. 8 

豆

豆

苔

苗

者

麻

麦

鈴

小

大

糞

馬

亜

小

638.5 

場
で
加
工
さ
れ
始
め
た
(
表
3
・
表
4

・
表
5
参
照
〉
。
明
治
二

0
年
代
の
初
め
に
も
小
一
旦
・
大
一
旦
は
府
県
に
移

出
さ
れ
て
い
た
が
そ
の
量
も
金
額
も
少
な
く
、
む
し
ろ
藍
の
移
山
山
農
売
物
と
し
て
の
地
位
が
大
き
か
っ
た
。
然

し
、
二

0
年
代
後
半
に
な
る
と
、
小
豆
・
大
豆
の
地
位
が
圧
倒
的
に
大
き
く
な
り
(
三
、
二

0
年
代
末
に
は
菜
種

が
急
速
に
伸
長
し
て
き
た
(
と
。
二

0
年
代
後
半
以
後
に
は
札
幌
区
を
中
心
に
小
麦
製
粉
が
進
み
(
7
)
、
叉
、
渡
島

胆
振
・
釧
路
各
国
を
中
心
に
馬
鈴
薯
澱
粉
の
製
造
が
各
地
で
行
わ
れ
た
。
二

0
年
代
末
に
な
る
と
、
規
模
は
大

き
く
な
い
が
道
内
中
央
部
の
各
地
に
亜
麻
を
加
工
原
料
と
す
る
亜
麻
製
線
所
が
設
立
さ
れ
た
。
馬
鈴
薯
・
車
麻
は

澱
粉
・
繊
維
に
加
工
さ
れ
て
結
局
府
県
市
場
に
販
出
さ
れ
た
が
す
)
.
小
麦
粉
は
主
に
道
内
で
消
費
さ
れ
た
す
〉
。

こ
れ
ら
の
作
物
が
漸
次
商
品
化
さ
れ
る
様
に
な
る
と
そ
の
栽
培
も
大
い
に
治
加
し
た
(
表
6
参
照
)
。

亜
麻

は
殆
ど
全
生
産
量
が
商
品
化
さ
れ
た
。
小
豆
・
大
豆
は
生
産
量
の
殆
ど
半
分
が
府
県
に
移
出
さ
れ
、
菜
種
は
そ

の
生
産
量
の
殆
ど
七
割
位
が
移
出
さ
れ
て
い
た
(
表
7
参
照
)
。

当
時
、
農
産
物
市
場
は
殆
ど
府
県
で
あ
っ
た

が
、
少
く
と
も
そ
れ
以
上
の
量
が
販
売
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
(
と
。
明
治
三

O
年
初
に
な
る
と
大
豆
は
味
噌
・
醤
油

醸
造
原
料
と
し
て
北
海
道
内
市
場
に
結
び
つ
き
始
め
た
(
表

8
参
照
)
。

北海道庁第十二回統計書よりヲl用

註
(3) 

大
日
本
農
会
報
第
二
二
五
号
(
明
治
二
五
年
一
二
月
)
「
北
海
道
の
物
産
に
就
き
て
」
(
大
日
本
農

会
農
芸
委
員
問
中
芳
男
、
於
大
日
本
農
会
第
九
十
回
小
集
会
演
述
)
に
よ
れ
ば
「
北
海
道
は
従
来
大

小
豆
は
能
く
出
来
ま
す
出
口
問
(
明
治
二
五
年
八
月
、
札
幌
、
北
海
道
物
産
共
進
会
に
於
て
筆
者
註
〉
に
な
っ

て
居
り
ま
し
た
の
は
悉
く
良
品
で
あ
り
ま
し
た
、
畑
地
に
出
来
て
居
る
の
も
視
ま
し
た
が
、
何
処
に
も

大
小
豆
が
能
く
出
来
て
居
り
ま
し
た
。
而
し
て
一
一
綜
に
大
小
豆
の
棄
が
内
地
の
大
小
一
旦
の
素
よ
り
も
能

〈
繁
る
ゆ
え
、
出
来
過
ぎ
て
居
る
位
に
思
は
れ
ま
し
た
:
:
:
略
・
・
:
き
れ
ば
北
海
道
の
風
土
に
は
、
大

小
豆
が
能
く
適
す
る
と
云
ふ
こ
と
が
分
り
ま
す
」
。
斯
く
し
て
北
海
道
産
大
豆
は
大
日
本
農
会
報
第
二

三
八
号
、
ハ
明
治
一
二
四
年
七
月
)
「
北
海
道
産
大
豆
の
前
途
・
前
逓
信
省
総
務
長
官
同
健
次
郎
」

を
し
て
当
時
府
県
に
お
い
て
輸
入
額
の
大
き
か
っ
た
(
例
え
ば
明
治
三
二
年
で
て
五
六
一
万
円
)

一
一一一



表 7

大 生産量ω(石〕 60.604 58.579 101. 404 85.914 107.573 143.387 137.734 254.963 
移出量(同〈石)18.545 21. 210 40.044 40.289 51.075 143.692 62.034 75. 731 

旦 比率B/A(%) 30.6 36.2 39.5 47. 1 47.51 100.0 45.0 29.7 

生産量ω(石)51.979 49.540 106.707 98.407 108，859 124，543 125，331 276，734 
移出量(B)(石〕29，583 42，175 ':34.203 46，594 52，466 22L，472 78， 737 91.186 

旦i比率B/A(%) 57.0 85. 1 32.1 47.3 48.3 178.5 62.8 32.9 

套 生産量ω(石〉 6，34.3 久989 6..384 10，575 
273，，oη6q 311 39，747 

49，758 79，433 

移出量(鴎(石〕 4.446 5，904 10， 0361 30， 166 34，997 

±Iコt 比率B/A(%J 69.6 55.8 7ラ.5 70.3 

葉鵠酬〆〉路一 1cr4制 172，405 
即…270…7刊…0叩四似「?十ヤγ1↑「r1げ岬7円叩9甚E

移出量(B)(〆>143，661118.8821113，971 181，062 309，4481 441， 0771 176，2611 182，490 ノを

玉比率B/A(941 51・41 15.01 38.6 105.0 167.01 174.0 児 4823

大 生産量(A)(〆〉73，612:以兜2122':，1ラ3242，185 2凱抵加昨1同1即師臥町，17げ咋7l 70，5ラ8
移出量(鴎〔〆〉 28，767 61. 1.34i 41. 8451 32， 125 64，613 

麻 比率B/A(%J 8. 91 6. 41 4. 3 11. 9 21. 31 21. 71 25.7 91. 5 

農産物の府県移出高

iE草iz理l野洋|基準lz差|易産12準12草

北海道庁統計書より作成

北海道における味噌醤油の穣造

製由 l一月i同「

一
一
四

名

今井合名会社所 明治33年 l月|
人
上川条郡2旭了川町

旭川醸造
醤油 52 4 日

今井合名会社

⑨醸造場 酒味類， 醤噌油 I，~ 38年8月 77 函館区鶴岡町 中村諭次郎

岡兼味噌製造場 味 H骨M 同 27年4月 36 同旭町 国兼藤平

今井醤油製造所 醤 油 同 31年11月 42 同 同 今井辰太郎

1; p曾油製造場 醤 油 同 39年4月 42 同 同 清水外次郎

支1味噌製造場 味 P曾 同 27年4月 同 同 宮崎竹四郎

茅原味噌醤油製造場 醤油，味噌 同 17年3月 41 同西川町 茅原勇吉

丸山味噌製造場 味 P曾 同 26年6月 41 同宝町 丸山今朝蔵

安井味噌醸造場 味 P曾 同 3.3年12月 同鶴岡町 安井忠作

三星味噌醤油醸造場 味官官，醤油 同昨11月l 同小船町 高橋文之助

笠川醤油醸造場 犠 泊 同 35年10月 16 同東川町 笠川治助

持主地在所称名

北海道庁第18回統計書より51用



ユ
ユ
チ
ユ
ワ
シ

「
牛
荘
大
一
旦
(
そ
の
産
出
地
は
満
洲
の
遼
陽
・
奉
天
「
小
北
河
」
・
新
民
庁
・
鉄
嶺
・
鴬
守
屯
・
通
江
子
・
部
周
接
室
・
田
庄
台
・
大
民
屯
・
法
庫
門
・
金
家

屯
・
小
河
口
で
こ
れ
ら
大
凡
遼
江
水
域
大
豆
の
産
額
は
豊
年
に
於
て
三
百
万
石
、
平
作
に
て
こ
百
六
十
万
石
に
し
て
、
其
等
大
豆
の
九
分
通
り
は
営
口
を

経
て
海
外
及
南
清
に
輸
出
さ
れ
た
。
北
海
道
農
会
報
会
〈

c-uz。・
M
唱
に
よ
る
〉
及
豆
粕
の
輸
入
を
杜
絶
せ
し
む
る
に
至
る
も
の
は
北
海
道
産
大
豆
な

り
」
、
と
嘱
望
せ
し
め
る
程
で
あ
っ
た
。
然
し
結
局
北
海
道
島
民
会
報
〈
己

u
z。.
M
唱
「
函
館
港
と
露
清
韓
諸
港
の
関
係
」
に
よ
れ
ば
「
牛
夜
大
豆
は
大
豆

粕
と
井
に
年
々
本
道
大
豆
の
得
意
を
蛋
食
し
本
道
大
豆
の
価
格
を
左
右
す
る
傾
が
あ
っ
た
。

だ
が
然
し
北
海
道
産
大
・
小
一
旦
は
内
地
産
大
・
小
豆
よ
り
良
質
で
あ
る
と
し
て
小
豆
は
菓
子
用
に
、
大
豆
は
肥
料
・
醤
油
・
味
噌
・
一
豆
腐
・
湯
葉
等
の
原
料

と
し
て
府
県
に
移
入
さ
れ
た
。
例
え
ば
大
日
本
農
会
報
第
一
七
八
号
(
明
治
二
九
年
)
「
北
海
道
産
大
・
小
豆
販
路
に
関
す
る
取
調
」
に
よ
れ
ば
「
北
海

道
庁
に
て
は
本
年
(
明
治
二
九
年
筆
者
註
)
一
月
間
産
大
・
小
豆
の
販
路
に
関
す
る
取
調
方
を
東
京
商
業
会
議
所
に
依
頼
せ
し
が
、
同
所
に
て
は
当
業
者

に
就
き
て
取
調
の
上
左
の
如
く
窓
申
せ
り
。

第
一
向
本
道
産
大
・
小
一
旦
の
品
位
と
内
地
産
大
・
小
豆
品
位
の
優
公

(
答
)
北
海
道
大
・
小
豆
の
品
質
は
概
し
て
佳
良
な
り
と
す
。
殊
に
小
豆
は
却
て
内
地
産
の
上
位
に
あ
り
、
大
豆
の
品
位
は
小
豆
の
如
く
な
ら
ず
と
雄
も

当
地
へ
輸
入
す
べ
き
各
産
地
に
比
例
せ
ば
、
関
東
地
廻
り
の
次
は
越
後
産
と
し
以
下
陸
前
、
陵
中
、
陸
奥
に
次
で
北
海
道
産
の
順
序
な
る
か
、
近
来

同
道
産
の
余
市
産
大
豆
は
著
し
く
品
質
良
好
と
な
れ
り
。

第
二
問
本
道
産
大
・
小
豆
と
内
地
産
大
・
小
豆
と
其
用
途
に
於
て
区
別
あ
る
や
、
果
し
て
区
別
あ
り
と
せ
ば
本
道
産
大
・
小
豆
は
何
担
問
迄
産
出
し
て
需

要
あ
る
や

(
答
)
北
海
道
産
大
・
小
豆
も
内
地
産
出
口
聞
も
共
用
途
は
一
様
に
し
て
何
等
の
差
別
あ
る
に
あ
ら
ず
。
小
豆
は
菓
子
用
に
、
大
豆
は
肥
料
・
醤
油
・
味
噌

を
最
と
し
、
豆
腐
・
湯
実
ー
其
他
の
用
途
も
甚
だ
多
し
。

第
四
問
外
国
大
豆
の
輸
入
は
其
要
代
価
の
低
廉
な
る
に
よ
る
や
将
た
特
別
の
必
要
あ
る
に
依
る
か
・
:
:
略

(
答
)
外
国
産
大
一
見
の
輸
入
は
其
要
価
格
の
低
廉
に
あ
り
と
難
も
又
其
口
問
位
の
一
定
し
て
売
買
上
一
身
現
口
聞
の
査
閲
を
要
せ
ず
、
唯
一
袋
の
見
本
を
以
て

円
滑
に
取
引
せ
ら
る
る
の
信
用
を
得
、
実
に
売
買
上
の
便
利
少
な
か
ら
ず
:
:
略
、

削
菜
種
の
急
速
な
作
付
増
加
は
従
来
の
最
も
重
要
な
商
品
作
物
た
る
大
・
小
豆
の
価
格
下
落
の
結
果
と
も
い
え
る
(
表
9
参
照
)
。
又
北
海
道
農
会
報

〈
乙

Z
P
H
吋
「
浦
河
食
事
一
斑
・
滝
医
弼
」
に
よ
れ
ば
「
ハ
浦
河
地
方
に
お
い
て
・
筆
者
註
〉
婆
苔
は
明
治
=
一
十
二
年
初
め
て
栽
培
し
た
る
が
、
将
来
有
望
な

る
地
位
に
あ
り
と
云
ふ
可
し
:
・
:
略
:
:
一
二
十
二
年
度
を
除
く
の
外
は
大
・
小
豆
の
輸
出
多
額
を
占
h
u

る
も
、
一
二
十
ゴ
一
年
度
に
至
り
其
産
額
の
減
少
し
た

る
は
蓋
し
前
年
大
・
小
豆
の
価
格
下
落
に
際
し
俄
に
套
苔
耕
作
の
増
加
し
た
る
故
な
ら
ん
」
と
。
か
く
し
て
大
・
小
豆
の
下
落
に
際
し
て
拾
頭
し
た
商
品

一
一
五



一
一』ノ、

作
物
と
し
て
の
北
海
道
産
菜
訟
は
「
洋
種
な
る
を
以
て
品
質
宜
し
く
製
油
の
原
料
と
し
て
歩
宿
り
多
け
れ
ば
、
府
県
の
製
油
業
者
に
歓
迎
せ
ら
れ
、
京
阪

は
勿
論
福
井
地
方
の
如
き
も
本
道
菜
槌
を
氾
問
要
す
る
こ
と
年
々
三
十
万
石
以
上
に
達
す
る
程
、
大
日
本
農
会
報
第
二
四
三
け
す
(
明
治
=
一
四
年
」
〉
で
あ
っ

た。

明
大
日
本
曲
演
会
報
第
一
二
九
号
(
明
治
=
一
二
年
)
「
北
海
道
馬
鈴
薯
澱
粉
製
造
及
販
路
状
況
」
に
よ
れ
ば
「
北
海
道
馬
鈴
薯
澱
粉
は
漸
次
好
況
を
長
し

つ
つ
あ
り
、
其
仕
向
地
の
章
一
な
る
も
の
は
東
京
・
大
阪
・
神
戸
等
に
し
て
、
其
他
各
地
の
需
要
年
々
増
加
し
来
り
、
咋
三
十
一
年
八
月
以
降
函
館
港
よ

り
仕
出
し
た
る
潟
鈴
薯
澱
粉
は
凡
そ
三
百
万
斤
、
其
用
途
は
菓
子
類
・
蒲
鉾
・
歯
磨
原
料
・
絹
織
物
に
付
す
る
糊
等
に
し
て
、
此
上
幾
多
産
額
を
増
加
す

る
も
販
路
に
苦
し
む
か
如
き
こ
と
な
き
は
疑
な
か
る
べ
し
。
又
年
々
製
産
額
を
増
加
す
る
も
、
事
も
製
品
を
剰
さ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
例
年
七
、
八
月
の

頃
に
至
れ
ば
依
乏
を
告
ぐ
る
憂
あ
り
、
就
中
咋
三
十
一
年
の
如
き
は
米
価
勝
貴
の
た
め
か
一
一
層
売
行
宜
し
、
一
点
し
食
料
に
供
せ
し
な
ら
ん
。
要
す
る
に
此

澱
粉
製
造
業
は
将
来
益
々
有
望
な
る
べ
し
」
と
。
又
北
海
道
段
会
報
〈
。
H

U
・
2
。
.

M
印
(
明
治
三
六
年
)
「
八
雲
村
馬
鈴
薯
澱
粉
製
造
業
・
山
越
郡
八
雲

外
一
一
村
良
会
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
北
海
道
馬
鈴
薯
澱
粉
の
主
産
地
た
る
八
実
村
産
出
の
馬
鈴
薯
澱
粉
に
つ
い
て

「
一
、
販
路
澱
粉
の
販
路
は
東
京
・
大
阪
・
函
館
・
馬
関
等
は
其
主
要
地
に
し
て
、
其
他
本
邦
各
地
に
輸
出
せ
ら
れ
、
又
海
外
に
は
魯
領
繍
塩
斯
徳
及

朝
鮮
等
に
輸
出
せ
ら
れ
る

一
、
効
用
菓
子
製
造
、
機
織
の
糊
、
製
紙
の
糊
、
蒲
鉾
の
製
造
、
麺
類
〈
カ
タ
ク
リ
メ

γ
)
の
製
造
、
西
洋
洗
濯
の
糊
、
歯
磨
粉
の
原
料
等
に
供
せ

ら
れ
英
用
途
最
多
し
」
と
。

的
北
海
道
食
会
報
〈
。
】

U-z。
・
ロ
(
明
治
二
五
年
)
「
変
粉
の
現
況
及
将
来
の
見
込
」
に
よ
れ
ば
「
麦
粉
の
輸
入
は
従
来
無
税
な
り
し
が
、
三
十
二
年

度
定
率
法
実
施
に
よ
り
貫
一
円
以
百
斤
に
付
四
十
六
銭
五
厘
」
の
輸
入
税
が
課
さ
れ
た
が
、
外
国
産
(
米
国
産
)
小
麦
粉
は
「
米
国
よ
り
本
邦
に
運
送
す
る
運

賃
を
払
ひ
、
且
つ
輸
入
税
を
払
ふ
に
拘
ら
ず
我
は
(
北
海
道
産
小
麦
・
筆
者
註
)
之
と
対
抗
す
る
能
は
ざ
る
」
状
態
に
い
た
ら
し
め
、
殊
に
道
内
か
ら
「
小
樽
・

函
館
等
に
運
輸
す
る
運
賃
は
高
価
に
し
て
競
争
上
一
大
不
利
」
た
ら
し
め
た
が
、
こ
の
本
道
運
賃
の
高
価
な
る
こ
と
は
「
輸
入
麦
粉
は
能
く
函
館
・
小
樽

に
入
り
て
本
道
産
と
競
争
し
、
之
に
打
勝
つ
の
利
便
を
有
す
る
と
同
時
に
更
に
本
道
内
部
に
入
り
て
競
争
す
る
能
は
ざ
る
」
に
荒
ら
し
め
「
欽
道
運
賃
の

高
価
な
る
は
札
幌
産
麦
粉
の
外
出
を
妨
ぐ
る
と
同
時
に
、
米
国
産
麦
粉
の
内
入
を
防
禦
す
る
。
然
る
に
本
道
内
部
に
於
て
は
湾
要
に
応
ず
る
丈
げ
の
供
給

を
為
す
能
は
ざ
る
程
な
り
。
要
之
本
業
の
将
米
は
多
望
な
り
」
と
。

町
大
日
本
島
町
会
報
第
二
四
二
号
(
明
治
三
四
年
)
「
北
海
道
の
小
麦
粉
」
に
よ
れ
ば
「
北
海
道
が
各
積
麦
粉
の
産
出
に
適
す
る
こ
と
は
世
人
の
知
る
所
に

し
て
、
就
中
小
麦
は
品
質
佳
良
に
し
て
之
を
以
て
製
造
せ
し
粉
は
現
今
輸
入
の
米
利
堅
粉
と
奄
も
異
な
る
所
な
し
。
随
て
廿
丹
市
而
用
逐
年
各
地
に
拡
ま
れ
る

が
昨
三
十
三
年
の
産
額
は
二
百
二
十
二
万
七
千
九
百
二
石
、
此
価
絡
八
万
九
千
百
九
十
六
円
の
多
き
に
達
し
、
五
年
前
(
明
治
二
九
年
〉
に
比
す
れ
ば
殆



ん
ど
倍
額
の
培
加
に
し
て
、
三
十
二
年
よ
り
尚
ほ
五
割
以

t
の
増
加
な
り
と
す
o

d

人
製
造
戸
数
は
全
道
中
に
て
十
七
戸
に
て
、
札
幌
氏
の
後
藤
合
名
会
社

は
全
額
の
七
分
を
占
め
、
而
か
も
同
社
は
昨
三
十
三
年
仏
国
に
開
き
し
万
国
博
覧
会
に
出
品
し
て
銀
牌
の
賞
与
を
受
け
た
り
と
・

i
略」。

問
例
え
ば
小
豆
は
晴
飴
の
原
料
と
し
て
北
海
道
内
市
場
で
も
商
品
化
合
れ
た
。
前
掲
大
日
本
農
ム
広
報
第
一
一
一
一
五
口
万
戸
明
治
二
五
年
)
「
北
海
道
の
物
産
に

。。

就
い
て
」
に
よ
れ
ば
「
次
に
そ
こ
に
出
し
て
あ
り
ま
す
る
晒
飴
に
就
い
て
御
諮
問
致
し
ま
す
。
共
進
会
の
出
品
は
三
三
日
間
で
あ
っ
た
。
而
し
て
之
を
製
す
る
家

は
札
幌
・
小
慌
に
二
三
軒
あ
り
‘
ま
す
る
o

函
館
地
方
は
多
く
製
し
て
居
り
ま
す
。
一
熱
こ
の
晒
飴
の
発
明
は
維
新
後
の
事
で
あ
り
ま
し
て
、
其
発
明
は
函

館
地
方
で
あ
る
。
夫
故
こ
れ
を
製
す
る
家
も
函
館
に
多
く
あ
り
ま
す
」
と
。
北
海
道
庁
統
計
蓄
に
よ
れ
ば
明
治
二
九
年
の
北
海
道
に
お
け
る
晒
飴
製
造
戸

数
回
戸
、
製
造
高
七
三
二
八

O
斤
四
、

O
九
九
円
で
あ
っ
た
。

大
・
小
一
旦
・
妻
苔
・
馬
鈴
薯
・
小
麦
等
の
一
般
畑
作
物
の
商
品
化
は
、

表

μ
参
照
)
。
一
方
に
お
い
て
之
れ
ら
農
産
物
価
格
の
高
騰
(
表
9
参
照
)
、

及
び
官
設
線
の
主
要
な
輸
送
農
産

(
炭
砿
線
)
、

を
節
減
す
る
交
通
の
発
達
に
伴
っ
て
展
開
し
た
す
)
(
表

ω

商品作物の価格

(一石に就き円単位)

北
海
道
炭
砿
鉄
道
会
社
線

7.3:33 

8.000 
8.000 
8.200 

8. 750 
8.125 
8.150 

8. 150 
7.450 
9. 700 

11. 000 

10.250 

9.800 
8.140 
8.610 
一
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刈
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∞
∞
兄
印
め
ぬ
児
問
m
w

一

」

平

価

一E

1

5

3

7

9

1

8

3

8

1

6

2

8

1

2

Z

0

9

4

3

6

一G
'

V

/
仏
戸
h

A

/

仏
/
弘
戸
片
山
王

&
&
O仏
仏

仏

久

弘

瓜

弘

&
7
h
F片
山

広

ふ

ふ

一

部

酎

一

明

農

一

(
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柑

2
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O

車
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商
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表 g

十台豆l小
4.876 

5.125 

4.636 

4.9251 

4.9821 

5.899 

5.67ラ
6. 750 
6.350¥ 

7.500 
7.6001 
6.9501 

8.050¥ 
8.600i 
8.1501 

7.4801 
6.600 
6.340 

6.420 
6.200 
5.6301 

5.933 

5.842 

5.736 

5.125 

4.950 

6.4.33 

9.0001 
9.300 
10.500 
7.600 

7.5001 
7.050 
7.175 

7.620 
6.200 
6.500 

6.340 
6.000 
5.370 

明治 24年

明治 25年

明治 26年

明治 27年

明治 28年

明治 29年

r 3月
明治u月
30年11¥月
間ごム r 3月

五年iili
明。ム r3月
旧{7月
32年lu月

明治J22
33年~"凡¥11月

明治{~ ~ 
34年 lム月

他
方
に
お
い
て
輸
送
費

物
は
大
・
小
豆
そ
の
他
の
一
般
畑
作
物
で
あ

っ
た
。註

川
町
大
日
本
農
会
報
第
二
三
八
号
「
北
海

道
産
大
豆
の
前
途
」
に
よ
れ
ば
「
去
る

=
一
十
一
年
中
同
道
大
豆
の
産
額
僅
か
に

十
三
万
七
千
七
百
石
に
止
ま
り
し
と
の

一
一
ヶ
年
に
し
て
三
十
二
万
石
余
即
ち
二

倍
三
割
五
分
の
増
加
を
為
し
其
他
小
豆

.
菜
豆
等
の
産
額
概
ね
比
比
例
を
以
て

偉
大
急
激
な
る
増
殖
を
来
た
し
た
る
所

以
の
も
の
は
一
に
官
設
鉄
道
の
敷
設
に

在
る
こ
と
を
認
め
た
り
」
と
。
叉
北
海

道
農
会
報
〈
。
H

U
・

z。・
U
O
(
明
治
三

六
年
)
「
鉄
道
関
通
後
の
十
勝
雑
穀
」

一
一
七



炭鉱線の農産物輸送

一一一百貨
表 10

金

日頓 円

挺{上Fz半期j羽 6，077 2，430 
23，688 9，114 
29， 765 11，544 

3明0ぬ年 {とド 託、存 期期 9，977 5，514 
27，325 10，536 
37，302 26，051 

3明1年仏{下K半半 期期 6，784 5，416 
20，828 16，085 
27，612 21， 501 

3切2い+ーム { 下t半半卜 期期 5，402 4，111 
51，982 37，579 
57，383 41，690 

明治33年 k半期 13，135 10，493 

一
一
八

殖民公報 l号 P.39より引用

に
よ
れ
ば
「
釧
路
・
十
勝
間
の
鉄
道
工
事
は
着
々
と
し
て
進
行
し
目
下
既
に
釧
路
音
別
問
の

開
通
を
見
る
に
杢
れ
る
が
・
:
:
略
・
・
・
同
線
路
の
浦
幌
ま
で
開
通
の
暁
に
は
十
勝
住
民
の
農

産
物
輸
送
の
上
に
於
て
利
益
す
る
処
甚
だ
大
な
る
べ
し
。
今
仮
り
に
浦
幌
産
大
豆
百
石
を
釧

路
港
、
一
を
経
由
し
て
函
館
に
送
致
す
る
運
賃
を
調
査
す
る
に
」
目
下
の
釧
路
線
音
別
駅
迄
開
通

の
状
態
で
は
「
百
六
十
七
円
二
十
五
銭
の
運
賃
を
要
す
る
も
:
:
:
略
:
:
・
浦
幌
駅
ま
で
開
通

の
暁
に
は
:
:
:
略
;
・
:
今
日
の
運
賃
に
比
す
れ
ば
百
円
五
十
銭
を
減
じ
、
即
ち
殆
ど
一
二
分
の

一
に
近
き
五
十
凶
円
二
十
五
銭
を
以
て
之
を
便
す
る
こ
と
を
得
へ
し
・
:
・
略
:
:
鉄
道
の
開

通
の
暁
に
は
十
勝
産
の
農
産
物
は
凡
て
釧
路
港
に
依
り
て
集
散
す
る
こ
と
と
な
る
は
勿
論
其

利
得
は
十
勝
同
農
業
者
の
懐
に
入
る
こ
と
と
な
る
べ
し
。
今
仮
り
に
十
勝
原
野
よ
り
産
出
す

る
農
産
物
を
一
ヶ
年
約
三
十
万
石
と
見
積
る
と
き
は
運
賃
の
逓
減
に
依
り
て
得
る
と
こ
ろ
の

差
金
三
十
万
円
内
外
と
な
る
べ
く
、
十
勝
農
業
者
の
前
途
益
々
多
望
な
り
と
云
ふ
ベ
し
」

と。

i噸

(凶)、 斯
く
し
て
進
反
し
た
農
業
に
お
け
る
商
品
生
産
は
藍
生
産
の
胆
振
国
紋
鐙
地
方
(
刊
)
、

杷
柳
生
産
の
後
士
山
国
余
市
地
方
(
g
m
q
の
特
産
地
を
形
成
し
た
が
、

一
般
畑
作
物
で
あ
る
小
一
旦
及
び
馬
鈴
薯
に
よ
る
馬
鈴
薯
澱
粉
生
産
の
主
産
地
も
剣
山
出
し

た(日}。

大
麻
生
産
の
石
狩
国
当
別
地
方
(
日
〉
、

薄
荷
生
産
の
北
見
国
紋
別
地
方

註
附
北
海
道
農
会
報
ぐ
C
回目・

2
P
H
O
(
明
治
三
四
年
)
「
胆
娠
国
紋
箆
地
方
藍
作
調
査
」
に
よ
れ
ば
同
地
方
の
張
作
の
反
別
は
「
明
治
三
十
一
年
度
に
於

て
二
百
七
十
余
町
な
り
し
が
三
十
二
年
に
一
で
り
三
百
町
歩
と
な
り
、
一
二
十
三
年
度
に
至
り
て
は
五
百
六
十
余
町
の
橋
加
を
見
る
に
至
れ
り
。
伊
達
村
は
本

道
中
有
名
な
る
藍
産
地
に
し
て
栽
培
の
方
法
及
収
穫
製
造
に
烹
る
ま
で
凡
て
徳
島
龍
産
地
と
同
様
な
る
が
如
し
」
と
。
そ
し
て
そ
の
鷲
は
「
生
産
地
に
於

て
販
売
す
る
と
内
地
に
出
向
し
販
売
す
る
と
あ
り
、
内
地
出
向
販
売
は
生
産
地
の
販
売
に
比
し
一
般
に
利
益
な
る
」
の
で
あ
っ
た
。

同
航
民
公
報
第
十
二
号
「
石
狩
凶
石
狩
郡
汚
別
村
に
於
け
る
大
麻
」
に
よ
れ
ば
同
村
の
作
付
面
積
は
明
治
二
七
年
四
七
五
・

O
町
、
同
二
九
年
七
四
二
'
一

町
、
同
一
一
一
一
年
四
一

0
・
0
町
、
同
三
四
年
三
五

0
・
0
町
む
あ
っ
た
。

同
北
海
道
庁
統
計
内
に
よ
れ
ば
明
治
三
九
年
の
薄
荷
作
付
面
積
は
常
呂
郡
で
六
七
七
・
九
町
、
紋
別
郡
で
一
四
二
・
九
町
に
及
ん
で
い
る
。

制
大
日
本
航
空
五
報
第
二
三
八
号
(
明
治
三
四
年
)
「
柳
行
李
の
製
作
」
に
よ
れ
ば
「
北
海
道
余
市
郡
大
江
村
字
マ
グ

γ
ベ
ツ
に
於
け
る
山
川
農
場
は
関
穂
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事事 8.0 11. 5 30.5 46. 7 17.4 42.7 54.6 258.8 
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白)炭砿線各駅の農産物発送量 (単位噸〕

(札両江町(幌市(岩見沢l美砂川奈井江 1砂 JIII清真布(栗山!由仁!長野i比率
% 

主主 3.435.6 2.149.8 439.9 467.0 26.3..3 12.3.1 609.8 582.6 .310.8 10.151. 5 20.0 

旦 4.593.5 3.811. 0 762.1 1.326.6 852. 7 1.さ48.2 928.4 1， 173.8 868.0 554.9 17.859.5 35.1 

類 868.8 165.6 96.5 .326.5 6.3.9 836.0 448.5 96.9 49.5 80.6 .3.812.0 7.5 

麦 2.005.6 668.0 197.0 387.6 117.1 306.2 259.7 180.7 70.1 5.046.5 9.9 

穀 1.343.7 637.2 280.7 494.6 119.7 231. 4 1! 1. 5 246.0 258.9 420.5 4.197.0 8.8 

実 1.113.1 8.6 0.8 99.2 1.5 1.3 1.7 O. 7 1.1 3.1 1，474.9 2.8 

首 733.6 791. 2 190.8 276.4 58.2 283.9 730.8 9.2 851. 2 384.0 4.413.5 8.7 

葱| 81').01 1.0 1.9 1.7 4.0 2. 7 9.8 1.5 2.3 13.2 871. 0 1.7 

莱 361. 9 47.9 23.0 308.9 210.5 48. 1 494.4 9.5 168.7 237.2 2.346.1 4.6 

類 7.1 147.2 82.6 337.6 O. 7 

言ト 15.265.81 8.279.61 2. 139.91 3.688.51 1， 690. 9[ 2.9.31..3 3.154.3 2.406.8 2.933.0 2.157.0 50.809.8 100.0 
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量
拾
八
万
一
一
一
千
八
百
十
八
俵
」
で
そ
の
製
造
額
一
六
五
万
五
千
斤
だ
っ
た
。
北
海
道
農
会
報
〈
己
M
a
z
-
-
H
吋
「
浦
河
郡
且
民
事
一
斑
」
に
よ
れ
ば
例
え
ば

明
治
三
二
年
度
浦
河
港
経
由
の
農
産
物
の
発
送
量
は
小
豆
九
、
八
一
九
石
、
大
一
旦
三
、
九
一
三
石
、
妻
苔
八
三
五
石
、
藍
九
、
二
六
四
〆
で
小
一
旦
生
産
の
展

開
が
う
か
が
え
る
。

ら
れ
な
か
っ
た
。

か
か
る
商
品
生
産
は
所
謂
パ
ー
ジ
ン
ソ
イ
ル
の
地
力
に
基
づ
き
(
悶
)
、
そ
れ
を
収
奪
し
な
が
ら
展
開
し
た
の
で
、
肥
料
の
購
入
に
よ
る
地
力
の
維
持
は
殆
ど
試
み

肥
料
の
購
入
を
通
し
て
な
さ
れ
る
商
品
生
産
の
農
家
経
済
へ
の
穆
透
は
弱
か
っ
た
が
(
同
)
、
米
味
噌
等
の
生
活
必
需
品
購
入
の
強
い
必
要
性
は

(
訂
二
般
畑
作
物
を
し
て
農
家
経
済
の
再
生
産
に
必
要
な
農
民
的
商
品
た
ら
し
め
た
。

註
帥
大
日
本
食
会
報
第
二

O
-
一
号
(
明
治
三
一
年
)
「
北
海
道
農
業
談
・
大
日
本
長
会
農
芸
委
員
酒
匂
常
明
」
に
よ
れ
ば
「
此
農
産
に
就
い
て
は
第
一
に
地

味
で
あ
り
ま
す
が
、
此
地
味
は
今
地
質
調
査
所
で
調
査
中
で
あ
り
ま
ず
か
ら
段
々
其
成
蹟
も
出
ま
し
ょ
う
。
要
す
る
に
地
味
は
良
い
の
で
す
、
其
良
い
と

と
い
ふ
こ
と
に
次
い
で
も
う
一
ツ
良
い
と
云
ふ
こ
と
は
今
日
ま
で
手
が
着
け
て
な
い
所
謂
バ

I
ジ
ン
ソ
イ
ル
〔
処
女
士
〉
手
の
着
け
ぬ
土
地
が
あ
る
、
是

れ
は
ど
う
し
て
も
斯
う
一
五
ふ
未
開
の
北
海
道
の
よ
う
な
所
で
な
い
と
少
し
も
手
を
着
け
ぬ
と
云
う
土
地
は
無
い
」
と
。

同
例
え
ば
大
麻
の
如
き
商
品
作
物
に
お
い
て
も
購
入
肥
料
の
使
用
は
す
く
な
か
っ
た
。
前
掲
殖
民
公
報
「
石
狩
同
石
狩
郡
当
別
村
に
於
け
る
大
麻
」
に
よ

れ
ば
「
其
肥
料
と
し
て
は
大
豆
、
鰍
粕
、
骨
粉
等
は
最
も
効
あ
る
も
日
今
同
村
に
於
て
は
多
く
厩
肥
を
用
ふ
。
其
量
一
反
歩
約
百
貨
に
て
男
半
人
馬
半
日

を
以
て
弁
す
れ
ど
も
之
を
施
用
す
る
も
の
は
未
だ
麻
作
者
の
半
数
に
も
及
ぱ
ず
」
と
。
然
し
北
海
道
農
会
報

4
4
C
H
M
-
z
。・
M
O
(
明
治
三
五
年
)
「
八
雲

村
地
方
農
事
概
況
報
告
」
に
よ
れ
ば
「
当
地
農
家
が
常
用
す
る
肥
料
は
重
に
人
糞
・
金
肥
・
厩
肥
・
練
搾
汁
等
に
し
て
練
汁
は
殊
に
人
糞
の
不
足
を
補
ふ

に
用
ひ
金
肥
・
厩
肥
之
れ
に
次
く
。
過
燐
酸
石
灰
は
昨
年
之
を
施
用
す
る
に
烹
り
し
が
未
だ
一
般
に
信
を
措
か
ず
、
本
年
の
如
き
は
肥
料
商
に
依
り
売
渡

せ
る
総
量
僅
か
に
四
百
貫
余
に
過
ぎ
ず
と
錐
も
漸
次
増
多
の
見
込
な
き
に
非
ず
」
と
。
従
っ
て
一
部
の
地
方
で
は
肥
料
購
入
が
漸
次
経
営
の
再
生
産
に
織

り
込
ま
れ
て
来
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

m

当
時
の
北
海
道
農
民
が
営
農
に
際
し
て
生
活
必
需
品
、
殊
に
食
ね
品
購
入
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
諸
々
の
記
録
に
見
附
さ
れ
る
が
、
例
え
ば
前
掲
大

日
本
農
会
報
「
北
海
道
の
物
産
に
就
き
て
L

に
お
い
て
「
従
来
よ
う
や
く
麦
豆
を
作
り
、
而
か
も
其
を
価
廉
く
売
っ
て
、
価
の
貴
い
米
を
買
っ
て
食
っ
て

居
た
時
に
比
す
れ
ば
移
住
者
の
手
で
、
不
十
分
な
る
に
せ
よ
稲
作
を
な
し
伺
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
彼
等
の
為
に
好
都
合
・
・
略
」
と
(
傍
点
筆
者
)
0

叉
北
海
道
農
会
報
〈
乙

-
-
Z
P
ご
(
明
治
三
四
年
)
「
食
用
変
類
の
輸
入
に
就
て
」
に
よ
れ
ば
「
稲
作
の
事
は
姑
く
之
れ
を
措
く
も
雑
穀
類
に
対
し
て
本
道
の

農
家
は
自
家
一
年
の
食
物
を
他
よ
り
供
給
を
仰
が
ざ
る
丈
け
の
食
料
作
物
を
必
ら
ず
耕
作
す
る
を
要
す
。
一
昨
三
十
二
年
に
於
て
府
県
よ
り
本
道
に
輸

入
す
る
大
麦
及
雑
穀
の
数
量
価
額
大
麦
回
、
八
四

O
石
二
九
、

O
七

O
円
、
雑
穀
五
、
二
一
六
石
五
七
、
七
三
五
円
大
麦
の
中
に
は
麦
酒
会
社
の
大
麦
も
あ
る



一一一一一

ベ
く
雑
穀
の
日
間
名
は
不
詳
な
れ
ど
も
何
は
兎
も
あ
れ
倍
て
蹄
甲
斐
な
き
の
極
な
ら
ず
や
:
:
:
略
:
・
:
日
高
地
方
の
農
家
も
亦
此
騎
甲
斐
な
き
農
家
の
一
例

。
。
。

な
り
・
:
・
略
:
:
本
年
岡
地
方
は
昨
今
菜
種
の
好
呆
気
に
連
れ
て
作
付
を
非
常
に
増
加
し
た
る
こ
と
は
先
づ
不
可
な
し
と
す
る
も
一
方
は
自
家
の
食
料
を

耕
作
せ
ざ
り
し
が
故
に
夜
盗
虫
の
被
害
英
一
し
か
り
し
地
方
は
殆
ど
困
難
の
状
態
に
在
り
と
一
五
ふ
」
と
。
後
述
の
「
仕
込
」
関
係
を
合
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

然
か
も
か
か
る
農
民
的
商
品
は
組
合
に
よ
る
販
売
や
特
約
に
よ
る
売
渡
が
例
外
的
で
、

商
人
資
本
の
跳
梁
に
桐
噂
さ
れ
て
い
た
。
特
に
仕
、
込
(
ど
に
よ
っ
て
農
民
の
生
産
過
程
が
商
人
の
流
通
過
程
に
支
配
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
れ
が
ひ
ど
か
っ
た
。

一
般
に
は
、
直
接
商
人
に
買
取
ら
れ
た
の
で
(
色
、
農
民
の
商
品
生
産
ば

誌
側
当
時
農
産
物
が
直
接
商
人
に
貝
坂
ら
れ
る
一
記
録
は
断
片
的
で
は
あ
る
が
随
所
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
前
掲
「
石
狩
闘
お
狩
郡
当
別
村
に
お

け
る
大
麻
」
に
よ
れ
ば
「
交
通
機
関
漸
次
発
達
し
殺
寂
類
の
運
搬
自
ら
便
利
と
な
り
雑
穀
商
人
多
く
販
売
も
亦
容
易
と
な
り
し
か
は
同
一
二
十
年
頃
よ
り
菜

種
の
栽
培
大
に
増
加
し
一
。
叉
北
海
道
長
会
報
〈
三
M

・
2
P
B
(
明
治
三
五
年
〉
「
明
治
一
一
一
五
年
八
雲
村
馬
鈴
薯
栽
培
及
澱
粉
製
造
禁
状
」
に
よ
れ
ば
、

「
毎
年
此
期
節
に
去
れ
ば
村
内
一
般
の
営
農
即
ち
農
工
商
共
に
多
忙
を
極
め
・
:
・
略
:
:
商
家
は
澱
粉
の
買
収
売
出
に
東
奔
西
馳
日
夜
其
府
暖
か
な
ら

ず
」
。
北
海
道
設
会
報
ぐ
己
M
・
2
0・
E
(明
治
三
五
年
〉
「
胆
援
国
有
珠
郡
藍
作
調
査
後
報
」
に
よ
れ
ば
「
或
る
商
人
は
闘
場
に
臨
み
て
作
柄
を
実
検
し
余
り

繁
茂
に
過
ぎ
た
る
も
の
は
低
価
に
賀
入
る
る
を
常
と
す
」
。
北
見
薄
荷
工
場
十
年
史
に
よ
れ
ば
「
北
見
薄
荷
の
栽
培
は
明
治
二
十
九
年
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、

そ
の
後
の
十
年
間
は
生
産
も
少
な
く
、
生
産
者
も
そ
の
薄
荷
の
販
売
に
つ
い
て
は
横
浜
・
神
戸
の
大
手
商
人
の
手
に
無
条
件
で
委
ね
た
き
り
で
あ
っ
た
。

:
略
・
:
・
農
家
は
全
く
睡
眠
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
商
人
の
思
う
通
り
に
搾
取
さ
れ
て
い
た
。
」
前
掲
北
海
道
農
会
報

J
E
-
M・
2
P
M
U
「
本
会
録
事
」

に
よ
れ
ば
「
開
〈
処
に
拠
れ
ば
本
年
米
作
凶
作
を
祭
知
せ
る
商
人
は
例
年
に
比
し
一
一
層
多
数
農
村
に
抵
り
て
籾
米
の
買
収
に
従
事
す
る
者
あ
り
と
云
へ

り
」
。
斯
く
し
て
北
海
道
段
会
報

J
h
c
-
M
-
Z
P
M明
ハ
明
治
一
二
六
年
)
「
園
田
長
官
の
勤
倹
貯
蓄
奨
励
を
諭
ず
」
に
よ
れ
ば
「
本
道
開
墾
の
進
捗
に
伴
れ
農

産
物
価
格
の
暴
落
は
近
来
の
恐
る
べ
き
徴
候
な
り
。
之
れ
需
用
供
給
の
関
係
と
仲
買
商
の
好
諸
手
段
に
よ
る
に
し
て
」
商
人
資
本
が
跳
梁
を
極
め
た
。

側
北
海
道
食
会
報
ゼ
。

-pze--吋
(
明
治
コ
一
五
年
)
「
浦
河
農
事
一
一
段
」
に
よ
れ
ば
「
蓋
し
農
家
は
一
般
に
商
家
よ
り
仕
込
を
受
け
耕
作
に
従
事
す
る

者
に
し
て
例
え
ば
一
農
家
あ
り
て
浦
河
の
商
広
に
至
り
て
本
年
耕
作
す
べ
き
反
別
及
び
作
物
を
評
議
し
、
見
込
収
穫
物
を
低
当
と
し
て
一
年
間
必
要
な
る

食
料
及
び
物
日
間
金
銭
の
貸
隙
を
要
求
し
其
約
成
立
す
る
時
は
翌
月
よ
り
商
家
は
月
二
分
の
利
率
を
附
し
、
収
穫
の
後
は
其
全
部
を
商
家
に
交
附
し
時
の
相

場
に
決
算
を
為
す
な
り
:
:
:
略
:
:
・
金
融
の
錯
乱
及
び
農
産
物
価
格
下
落
等
の
恐
慌
を
見
る
に
至
ら
ば
商
家
は
其
仕
入
を
中
止
す
る
に
至
り
、
農
家
は
直

に
糊
口
に
窮
す
る
の
惨
状
を
呈
す
る
に
至
ら
ん
」
o

大
日
本
長
会
報
第
二
一
九
号
(
明
治
三
二
年
)
「
北
海
道
馬
鈴
薯
澱
粉
製
造
及
販
売
状
況
」
に
よ
れ
ば

「
馬
鈴
薯
澱
粉
製
造
者
は
自
己
の
資
力
を
以
て
各
地
へ
輸
出
す
る
者
あ
る
も
函
館
最
寄
よ
り
東
海
岸
釧
路
厚
岸
地
方
の
製
品
は
常
に
函
館
商
人
之
を
買
収

す
。
叉
製
造
者
に
は
仕
込
と
称
へ
、
其
製
造
前
よ
り
函
館
商
人
は
米
噌
若
く
は
通
貨
を
貸
与
し
澱
粉
製
造
の
後
其
買
収
代
価
と
精
算
せ
し
む
る
者
も
あ



り
」
。
北
海
道
農
会
報

4
c
-
-

・2
。・
5
(明
治
三
二
年
)
「
虻
田
郡
食
況
」
に
よ
れ
ば
壮
敵
町
村
に
お
い
て
「
小
作
者
は
「

γ
コ
ミ
」
と
称
へ
一
年
の
食

料
其
他
の
諸
雑
費
は
之
を
商
人
よ
り
借
り
受
く
る
を
以
て
収
穫
物
は
悉
く
商
人
の
手
に
帰
L
」
と
。
か
か
る
仕
込
関
係
は
商
人
に
よ
る
土
地
集
積
と
寄
生

地
主
化
の
手
段
の
重
要
な
一
つ
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
叉
北
海
道
に
お
け
る
産
業
組
合
の
発
達
は
こ
の
仕
込
関
係
の
排
除
の
過
程
と
し
て
も
把
握
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
仕
込
は
追
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
商
品
生
産
の
主
導
的
な
遂
行
者
は
自
作
農
層
で
あ
っ
た
。
商
品
生
産
が
急
速
に
展
開
し
た
明
治
二

0
年
代
後
半
及
び
ゴ
一

0
年
代
初
め
の
北
海
道
農
業
の
実

質
的
な
担
手
は
か
か
る
階
層
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
お
)
(
表

i
表

2
参
照
)
。
然
し
、
そ
の
商
品
生
産
が
農
民
か
ら
商
人
に
直
結
し
て
い
た
の
で
、
そ
し
て
な
に
よ

り
も
農
民
的
商
品
の
生
産
だ
っ
た
の
で
小
作
農
定
着
の
経
済
的
碁
盤
に
な
っ
た
ο

註
側

3 

表
日
明
治
二

O
年
を
み
れ
ば
小
作
地
率
の
低
い
郡
で
は
商
品
作
物
の
作
付
比
率
が
高
く
、

小

作

農

の

移

殖

又
小
作
地
率
が
高
い
郡
で
は
商
品
作
物
の
作
付
比
率
の
低
い

北海道の人口発達

増加 内 訳
現在人口
人口

加人口 加入口

明治18年 286.941 

明治23年 427.128 140.187 12.998 127，189 

明治28年 679.215 252.087 28.904 220，183 

明治33年 985.304 306.089 65.929 240.150 

明治38年 1.192.394 207.090 105.733 101， 357 

表 12

北海道農林統計時報第23号，北海道の人口と

産業発達，上原轍三郎より引用

明治36年移住民の職業

人 口 !農業以

作|未定(外人口

人l 人|

251 18i 

386[ 81i 

ι7591 3551 

7351 日|

吋刊
7071 591 

3031 31¥ 

731: 88! 

41 ， -i 
1.9明 7.3ち吋 376

殖民公報19号(職業別は移住後の職業にして

確定せるものあり希望に止まるものあり移民

の陳述によりて統計す〕より引用

¥

口

ノ

ハ

U

4

4

マf

民
ノ
白
ノ

F
ノ

4
A
'
i
t
i

司
J

f

i

n
d
 

2 

39 

業

作l小
人1
3 

19， 

858 

2791 

95
1 

220 

35! 

405 

45 

農

白

島!
二b
，'"、

狩

i 1 
振

高

勝

路

表 13

国

渡

後

石

天

北

胆

日

十

釧

音卜

の
が
一
般
的
で
あ
る
。

商
品
生
産
が
明
治
二

0

年
代
後
半
か
ら
急
速
に
展

開
さ
れ
る
と
府
県
か
ら
の

移
住
者
が
増
大
し
た
〈
表

ロ
参
照
)
が
、
そ
の
大
部

分
が
農
業
移
民
で
然
か
も

農
業
移
民
の
大
半
ば
小
作

農
で
あ
っ
た

(
表
日
υ
参

照
)
。

か
く
し
て
地
主
制

形
成
の
階
級
的
基
盤
が
形

成
さ
れ
た
。

一一一一一一



4 

商
品
生
産
と
小
作
化
の
併
進

一
一
一
四

そ
し
て
確
か
に
商
品
生
産
と
小
作
化
は
併
進
し
て
展
開
し
て
き
た
(
表
は
参
照
)
。

新
開
地
で
は
そ
れ
が
特
に
著
し
か
っ
た
が
、
回
開
地
で
は
両
者
が
併
行
し

て
停
滞
又
は
後
退
す
る
地
域
も
見
出
さ
れ
た
。
だ
か
両
者
が
相
互
に
逆
進
す
る
地
域
は
全
く
例
外
的
だ
と
一
疋
え
る
。

明
治
三

0
年
代
末
に
な
る
と
、
商
品
生
産
の
展
開
が
高
け
れ
ば
小
作
農
業
の
展
開
も
高
い
地
域
が
極
め
て
多
く
な
っ
た
(
表
情
υ
参
照
)
。

は
小
作
農
定
着
の
経
済
的
基
盤
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
必
然
の
結
果
、
小
作
農
が
か
か
る
商
品
生
産
に
参
加
し
は
じ
め
た
か
ら
で
あ
る
。

畑における小作
地比率
明治|明治|明治
2C年 127年 I30年

商品生産と小作化の併進

※畑における商品
作物作付比率
明治|明治|明治
20年 127年 I30年

耕地の拡張が著しい諸郡

表 14

(1) 

i%lp合i__%11 % _%1 % 
空知郡 一 25.01 52.01 18.41 39.0 
夕張棚巴 郡 -143.829.21 68.1162.2 
n4 郡一.37.41 ~~. ~II . _ -:'1 ~~. ~I 65.0 

〆白、 瀬郡阿 44.5 ~~. ~I' 13.5i 27.4ω 
樺河干1 郡 - 32.41| 56.5 -Il 32.O 25.8 

¥-' 西郡 『 ー 28.21: -i -1 40. 1 
とJII郡ー12723831-1 09|209 
中川郡 -1 ー 31.4 一 一 30.0

厚1長室岸郡郡 1
=1ベ3.0 9.2ii 

1. 1 O! -1 3.5 8. 1 
11 

( 虻田郡 I83.81 53.71 .31. 411 20.61 27.61 55.0 
、ーノ
苫前郡l 3.511 

ワ
t
〆口

4
a
f
D

札幌郡 17.0 38.4 24.21 36. 
石狩郡 21. 7 37. 7 31. 211 10.2 13，21 38. 

t千部b、1 歳郡
21.5 50.6 31. 911 0 20.91 67. 

〆ー、 流郡 14.0 61. 5 42.11: 0 33.41 42. 
、ーノ
勇払河郡郡

38.8 66.8 37.21 44. 
18.6 39.2 35.011 0 10.91 30. 

山越郡 22.8 32.7 29.311 0 20.61 30. 
有珠郡 49.8 57.8 50.011 17.5 24.81 27・一

農
民
的
な
商
品
生
産

II岩内郡 |3雪0/ 30.51 27.511 27.11 加 71 32.8 
※畑面積に対する大，小豆・菜種・小麦・藍・大麻 .!W

麻の作付面積比である。北海道庁統計書により作成
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表 15 商品作物作付比率と小作地率 (明治39年)

積 l水田面積

石狩郡
雨竜郡
空知郡
夕張郡

上川郡
余市郡

磯ギ7 内 郡
谷郡

沙山 越流 郡郡

河東郡

中川郡

札幌郡

檎山郡

河西郡

紋別郡

?寺前郡

I~同ム山
% % 
44.9 ラ5.6
58.1 66.4 
62.8 53.7 
59.2 75.1 

55.0 51. 9 
48. 7 66.0 
48.4 78.2 
5ヲ.4 40.4 

130.5 58.2 
56.3 56.6 
74.2 60.0 

39. 7 38.5 

41. 6 29.4 

28.9 20.8 

25. 1 40.8 

33.8 23. 1 

20. 7 36.3 

上磯郡 i

樺戸郡 33.9 

寿都郡 22.4 61. 8 

茅部郡 20.5 59.9 

虻田郡 27.6 47.0 

十勝郡 37.2 68.5 

21. 4 

留繭郡 30.0 47.9 

l千歳郡 49.9 29.4 

瀬棚郡 59.7 42.6 

有珠郡 64.0 38.3 

勇払郡 48.5 3:1.9 

静内郡 66.6 34.8 

三石郡 66.8 19.8 

浦河郡 57. 7 11. 3 

常呂郡 63.0 10.7 

531 
% 
31.6 

69.4 17.0 
54.4 ラO.7 
73.6 87.3 

54.6 37.2 
65.5 
48.3 
70.6 

58.4 
56.0 
60.0 

38.5 

29.9 25. 7 

20.0 24.9 

40.8 

23. 1 

36.3 

59.0 

61. 8 

59.8 

47.0 

68.5 

48.0 

48.0 

20.1: 

42.6 

39.3 9.5 

32.1 40.2 

11.2 

10.7 

町 町
13，441. 6 679.2 
12，677. 6 725.4 
35，684.4 1， 665.7 
13，563.8 1， 689.3 

19，193.1 ヲ，790.6
7，038.6 292.0 
6，217.2 571. 5 
日，257.1 88.3 

4，474‘3 12.0 
4，461. 8 64.4 
3，376.，9 7.0 

10，640.7 I 3，005.9 
21. 4 

22，812.7 2，660.5 

6，752.8 1. 371. 3 

8，207.8 7.5 

6，595.2 

6，738.3 16.0 

808.5 

1.311.4 

3，685.7 8.0 

ち，070.2 13.8 

17，282.9 46.9 

4，934.9 0.3 

4，143.4 

4，993.0 : 24.9 

3，244.1 1， 122. :3 

6，097.3 4.3 

10，431. 1 312.5 

5，199.3 1， 424. 3 

2， 703. 1 83. 7 

3，397.7 15.6 

3，148，0 20.4 

2，933.ラ 。困7

※畑面積に対する大，小豆・菜種・藍・大麻・亜麻・甜菜・小麦・菜豆・腕豆・

馬鈴薯・玉葱・燕麦の作付面積比 北海道庁統計書より作成
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北
海
道
に
成
立
し
た
地
主
制
形
成
の
起
点
は
小
作
農
の
移
殖
に
あ
っ
た
が
、
明
治
二

0
年
代
後
半
か
ら
急
速
に
展
開
し
た
農
民
的
な
商
品
生
産
が
そ
れ
を
可
能

に
し
た
。
地
主
制
形
成
の
起
点
が
小
作
段
の
移
殖
で
あ
っ
た
限
り
で
、
そ
れ
は
特
殊
だ
っ
た
が
、
そ
の
基
底
に
は
農
民
的
商
品
の
生
産
が
あ
っ
て
、

一
般
論
理
が

寅
か
れ
て
い
た
。

本
稿
で
は
地
主
制
形
成
の
前
提
条
件
と
し
て
の
農
業
に
お
け
る
商
品
生
産
の
検
討
を
試
み
た
が
、
所
産
と
し
て
の
地
主
制
に
は
な
ん
ら
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
叉
商
品
生
産
が
農
民
的
商
品
の
生
産
と
し
て
展
開
さ
れ
た
過
程
の
検
討
も
極
め
て
不
充
分
な
上
に
、
そ
の
必
然
性
が
解
明
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
資
本

家
的
大
農
経
営
の
崩
壊
と
小
作
農
場
成
立
の
一
般
化
の
論
恕
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
更
に
既
述
の
如
き
商
品
生
産
の
展
開
を
通
し
て
農
民

開
局
が
分
化
し
て
ゆ
く
過
裂
の
考
祭
も
後
日
の
問
題
に
の
こ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
九
五
八
・
三
一
-
-
入
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